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小型火薬庫の爆発実験につし､て

く和か32年8月19E]受現)

iTt野元桝,竹内不=雌,伊藤TpJi漣,市松jKこ

く議耗産菜'G耗工菜息女改化乍持久茶界)

要 旨

この粕 は火難節の相月がJ凋院に及ぼす好はお米放的に制流し,火発揮肝 トの邪 を柑ようとす

るものである｡その予備矢掛として相和31年 8月.垢木瓜芯生野に三放火瀬雌 犬の鉄鉱 7ソタリ

ーiiBお上びコ/クリートプFワタ通告 l沃づつな草加L.9Fn8Bには発失政を行った.そして

火革ifの故蛾状乱 控良柾放広の読書おJ:び穴取抱の撒布状況をホ汲lした｡

l 契突抱のFl的

1 兆技のir的 (火蒸罪の初盆,使用火薫Bl,コ

-/タリート桝 :専)

I iR枚の災応

JV 火難伊のは発技の状泌 こついて

Y は苑庄力 (FABLE)について

11 捷発砲耽也につ一､て

Il 持 【T

l 突 撃 の 日 的

火菜好のmjr瑞と指貸在廷に19いては火義弟衣掃法

噂を轍 に上って知 J)皮いと考えた｡黙し乍ら-i,榊

のEN院もあって,1hlJにその日的な遠する様な粕 を

行 )ことは村議たいので,馳 え1,予鯖契鼓駅摂和

として,三枚火薬庫に貯宮中の火教材が71-,連発した

lil:.L

イ 火難EPの蜘 泥

t･ 崩理の榔

･- 難 物の彩l太政その荒懲鵬

こ 揮発の刷 が肘近に汲はす紺

について規正するこ ととした.

]Z 実 官 の 叫 価

缶行挽肌 こ瀧定されてE-り,何れも棚 的現地と肝輸 lB切 所

とに芸 くもので.土あるが,-/J火難揮+_/失恋に津光さ

せてそのl耽鼓榊を見る亡言 う柵 は丑交替のER床

上師外局でも漁 り米効き11ていない｡火兼ガの不満Iの

贈允災御 故の舛矧 こ依るまま枚がITEでtJ:参考災科にな

っている｡従って予.b;汁蛸された状況及防元のもとに

この鑑の契熊と行 うニ亡は,Jl術上の即 の換羽の上

からも.文政苦手抗の奨棚 のJ=からも,:打拙 で

あると考えられもので.先づ郡-の対坐として三擬火

淋伸を楳 J)あLJ.

L' 火繋伊のJ.g朋からの延横に好して貯華芸LLた火

艶知 l覧全な状!頴を提持出1:ちか.

2〇 万一貯jtきれた火東新がil発したとき,こんな

形辞を附近に加 &すか,

34 保安在社lomセ訪準にナlu'_7i-の爆発にEgSし

てどんな火対げの舵迫か妥当であるか,

･lO 火紺 野JiEJLはどの位が･妥当であるか,またそ

の妃に対してはとの位のf柑 横 なとらせるべき

か.土塊は如何にすべきか｡

46

板木㈱ 葛生F･J部外 こある石灰石採石を妹を選

定した｡その理由r'_ここLi三万が 70-EKim の山に血

育--1い て古 Tfi

三二 巾よ ェ ⊥⊥ 一三l l / 一

⊥ / ･1-yttlJI者

t立正盛 '-'1■'t-I-J'A"厨L y.i



まTL,前方は約 5COm のr.nが田圃であって地に付安他

作がなく.かつ,ilJ50lnK50mの広さを有して肝るの

で.醐 河にはやや地の利が不便であるが.一枚取

捌及曹或連粒の点で領れていたからである｡鋭萌のl路

圧せ成 【に茄す｡

2' 洞 '看 p)方 状

主として日課gZ朝に1ることとし.舞放物の課徴状

況については,その重なるものについてL薪frL(輝元地

7JT)よりのJJ向と粍PBな饗尺に上り軸屈した (耶11可

妃述). なお,揮発に上る取払圧は.火難即の佃BEに

凱現されて居る三放火罪岬の例にならって311のDiEく

B相接 .鑑呼及陥空の好きのJLに主点セおいて屈めた.

申肝押目も少なかつたのでコ-/ク.)-トの凹まりJJも

党全でなかったのと.軌 が小さかったため裟'SL比皿

が火L=>くたったので▲普通JIJJ.に''故いぼぬ■■にたつ[=

坊b'･ある｡耕社は鉄筋=/タリーTLia及 コ'/クリート

プF7ブタ丑の2蛾とした.胸 の評点は内 Ⅰを参照せ

られたい｡

なれ 火桃脚は何れも.杓に訪碇打せせで.いblだ,

そのまま地上に怒粧した (tZいた)様式であろ｡

木巨を立て これにとりつけた掛取匹力材を節 (以下 4◆ /& 用 火 罪 筋

"ブラス ト/-クー'■という｡)lt･,毘l定した(燕Ⅴ研J己迷) イ)爆繋はl秩カバ)1ll(過払倍7人Jtこ.)人75

その地組助的用A (Nラス転,戸鑑)の若干を坤的 捷新教18,本殻6,鴨池3)2251(g(】特)な

した (如Ⅳ可配述). 抑薗し,クーJ-リソ袋入(32mm.112.5g,50#

30 火難TPのL押出 入)のまま税み78ねては発甥から在はする妙合

火難排の偶迫については.坂 り敬えす,現在省令に には蒋B,はな掛 ､た｡

p)=B筋管は6サボ℡ (添ii･
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から之を行った.

sd 任用コ/タlJ-トの婆皮相

火韻犀に佐用したとlLd-のPS治 RbTl耳のコンクリー

トな火兼好研実.のnとE弓時に,ill)宙及角蛙に成ZgL.

之L=ついて庄脱 炭と鰍 j硬度+Z畑 した｡掛菜はm

管のEE板類炭が平KJ113kg-crr12,枚新の曲げ敷皮がjF

脚 2kgJCm7.その且肋 呼均 171kgcTTllであ

ラ.比屯は約2=神 LIJm)であった｡

lu 実 額 の 実 施

11究輸の準絹については虻速のとおりである｡

2.坤FG完了私 印ち火兼脚 に粕 改葬拘当

A以外の参加者,政一較見学PをiE(刑として約 500m

胤 tたmhの土硯の扱迄待避J'eせ,滋雄按的 】∞m仕

れた山祖の酋<･ブe畝aLのスイッチ+L押した｡

38台斑.ミサイレノ政事BELこ1り行い,E3に契駒租

所に塩ljた苛一由一妙の三色の秩TC安全一斗付(一位

待避)一一爆発の棚 とした｡

40所蛮時ruP佃 は大地次のiIである.

｢:≡.㌃ 蒜 :ff T5㌃

5'当Elの天成は虫.なれ 史白菜,陣頭が挽いた

ため.コ/クリートu相当湿潤であった｡

PT 火薬止蛾策後の状況lこついて

IO =ノタ.)-トー/pヮ7よこの租合 くせ書僻から占:

tll

イ)火菜抑 ま仝畑した｡

F')黒カーリ7ILは-苛が漣発し,大部伽 .燃

し.また雌外に放tlほ れた-符751.̂%BtしたW,防

がある｡

-)ガラス戸,阪戸 (火市坪外僻肝からそztぞJt.

lCzT)のrartに 1枚づつだEE)はい 土とんとヲ己全

に鼓浪きれ,ガラス戸.i梓2太を残して,ガウ

スは,j噸 片となって発駿し.また,広戸はLiT=が

小片となっIC鎖凪の迩rT/J向に飛tuした.

エ)頒実耶払圧に19いては都lT顎に,また苅散輸

･こついては酢11J抑こ記述する.

2. 鉄芯 コンクリート造e)場合 (頗英側から起印)

イ)火蕪辞は余J*した｡

p)=票℡軌 i荒畑したものと遊められた｡
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-)ガラス戸.1賢声 (火脚 外側控からモttをIt

aOrnの位凪 こ1枚づつ7Sm )については,Iラス

77はガヲスのみが破梢され,粋やtF'+_敵城さJl,

すに現有:し,坂戸,三.約10度はど筏hl=傾き.

蛎 が.1枚外Ltたが. 故域さitlEかった｡ただ余

市にわたり飛報畝片に上る 】2-)51詔の官話孔

(tBSmm-19mm位)b･あ,ナらLt,た｡

ニ)ほ莞醍取正については銘 V珊 二m する｡

o)La甑,側壁.JLkm陀▲三.砧と完全に現辞され

て飛放し,閃Tu半紙の河畔 はできなかったdl'

欽蔽.鉄原噂の飛轍状況時については茄11Jqに

詑迷すら.

V 惣菜圧力 (衝動庄)につし､て

ll -/?ストJl-クーについて

は発の糧発が外界に支える捗れ 即ち爆発によって

生じた血相 血が比雌 とたって大気中に伝描 き

zt.る｡その折勤面の圧力上昇JL滞l昏してこれrこ対応す

る甘地Jitセ淡め.発見とBaqE作用の関係を知る一助と

してtgJのこうな舟板-改姓 軽 (ブクストノータ-)を

使用した.

舟転の凹み,Uち ･Ir dl-_',Lを耶 して.17め作

成された出から,圧力上界 Jl)セ知るbけである｡な

お,プラスり -タ-額付苛研t..右の上亨に火難蹄か

らiB当の鐙伴に木坑を立て, 之に聴付けるもので,芯

さは火光耕振放地面から的 tmの前書とし各}-クー

かrq 水平面上にあるよう鮫'Rした｡

:. ブラストノータ-1聖lと

Eglの攻帆 BZZからも分るよ)Tこ,そzLぞLt.背面

及何軒の山が泊って居 ること.汲ブラス iメーターの

数に粥駅があったので,鉄扇コ/クリート近友コ･/タ

l)-I7'1,ック迫の樹合について.それぞれL習rに弄こ

したとおり.火典梓の月内乃面の入に配管した｡そo>

ZEt状況は周打に京ナとおり{･,火柳 の中心からそ

れぞれ5.8.!Omの位缶に.前正面(ドF′方向).前側

面(LR7J7む),欄面(SS′1J-向),技相打 (BB′TJ柵)

について敬放した｡ただ鉄扇コソタリート迄の場合は



瀬彩のDE床'C火琳伊原正両方向に木仇なたてらLLなか

ったので.その比延を左8Eiに約 2Oq壬男らせた｡

たれ 刑法したとおり.鉄筋 コ/7リートiBの甘合

は30m,コソタt)-トブF.タグ丑の場合はZOmのとこ

ろに,坂戸及ガラス戸1_/設けたので,匝Ⅳ1=J)rF'dのみ

1_/記入してゴJく.また同Ⅳでx印をつけたJlでLL,幾

迷するように.破瓜きたは凹7･.のため.汲り定田をとる

ことが川来なかった｡

3〇 九校 括弧について

町壱された放射 ミそれぞれ次の表コに萩す tうであ

5.

なお'&*.とび. ぬ'げ,犬あきZ:あ るの.三それ ぞ

れ.7'クス トノーターが飛び,或は冊転が山ナた り六

あきとなって淵定不慌又は地 味のものである｡

40 冊定括菜.二つ1.1ての考燕

イ)7rfス トノ-グーの旺促が,池影の関係で同

約されたこと.我典比Tr(が荊かったため,火;宰相托体

飛散鞄か多かったこと噂r=1りブラストメ-タ-の碇 は約半数にすぎなかっ

たが.予仲紺 として.一瓜の捕きたは界鮫の犬あきのも



田Y 事は)や9:-

喜≡I■講肌E2](れ!7:IJ'_Tlh帝王 .(kg

:cmZ)やは り火≡湛府正E3]にお

いてもっとも恐く.つづいて仰Jlおよび背面についてはさして焚 く心 .

｡b)飲助っ/クリ-1･

延についてのほ界の礁i'Cが⊃/クリーナプr79クi立のそれより範かに大きく.

かつ又前/J退くお上んでいるのは.

m熱 まは車,四℡ともに完捷したのに対して,技

者はTT冊 工勿論完煤した那.脚 は大injhj.脚 EEに旬まり.一部は

躍外に放出されてから鱈えたことにた凶するも

のとみられる叉一つには桝 では

他 ミュウ強FSlであるため,完はした脚 が

火滞好を,筋節して,糊かつ充分なカセ甥したのに対し

銀器では.爆発の力が.プL'ブタせこ)?ナこととその

移tb(推三正)に収bttf.:からと考えること

ができるとPH ｡大きな飛散物 (鉄片)は練熟 こつい

て特に多く.またコソタリート7'.,pJクの故合喝r,.1が

滋かかったことはは発のカを'押え切るには不充分だが葺

271L見放鞄にこ7?九ろには丁度1かつたとbAu7れ

ろ｡≡?▲望工禁 :ニ 竺誓 ＼ ､7 ､ -した指は軍払

暁 (lFm 浬)b'.丁鑑 083kJg/ぐm'に当

るtEを譲ねたLのであるが,之は圧力上昇では05kglcmlにffl当するもので.ふ うう恕控の木造El

力こ薮原を全蛾させるに足るものとすわれる｡一

万尖椀で示し1=円の一つは中心からZOmの単指で因ま

れた捉厳である｡之で7̂ると,今凶の契損の例では鉄筋ヨ

/タリーIinの租合同側面から前面にかけては約25mから正一】40mの覗王L田迄は凍虫がL払拭さ

れるrJ盤の作用七五はすが,ゴソタlJ-tブロッ

ク丑の秒合は萩61面か荊掛 こかけて的iOm-約15mの近

田盗しかは鼠の荘探放伐作用は及ばないと甘えろ｡黙し

乍ら取FTTの飛散については,これらの封裸 とは

念然別であることは℡ つまでもない｡また今回の9ノクリ

ートプf･ツタ主監の場合.媒難'ま恐らく荒畑せ
ず然も一宇臥三P外で抱えたでろ)ことを忘hてLiならない｡

三)前額の揃具だけからみると,三放火熊取 こついて

n)火水卵のl嘆の恥 は,士雄がlJ:い静合については

.凹尖る取り紅く射 二に.JZDも充分は党圧力に耐えろ接にしなけ九はならないbのかと



ftttの拙文で妄う時の宇E2h胡 なのかもしれない.
勿JL弧 止.火災の脚 というPTZZlがあるから.今

lg]の結盟だけで糊 を出すわけには行かないが,少な

くともホ(r'11こE._この嫌な考x_女入れた捕並のもC)につ

いて.宍JAを行って入たいと考iている.

11.1I尭秋 物の飛掛 況

t̀ 5'/タリー† 7't,1タiaのI■告

イ)同化 の茄倉

的 Ir,cn大以上の℡/ク1)-ト月D詩歌状況.ま.匠

＼に 流すとおりである.

L5-11の力泳 工的幼1T'-rrmのJ引5.まま対面 滴̀

定でさTzかつた.

Id3100m以上のEl打の中r.,も相当丑のコソタリー

ト片が渦赦した｡

欽所の一茂は Z8bられるもの′L2rE発見された

t.)脈 宜の岱分

I(rr1-11mのZ:Blにタ製のつ/クy-ト片が･見取し

ているJ5..これ.i山のJl面が･火1才に詐 称 こ燕近して

いるため,沌tと-f･CE35-115mに群 勺されたものてムちと

ギえる.この加 句 (左前/J..山冊)のコ/タリート片

は比較的大きく,大きなものは殆んとプE･ タそのま

まで虫JJされていたいものもあった.

甥軍丑の尿は要彰してI8正面L=n1-にmDtYtに･

又BIE付rEl7I/7Jt･ほ2つに虫放されて榔 更tE)L*

(.二兎ttした.

=' 軟前 コ'/タ')-ト丑p)場合

反抗.4rBE.円熟 主音詔とも押 され'=見放し.そ

の兼ttr任せ満更することカ■てきなかった

紺 は曲ったう,折れたりしてV)15mのi5FEに洩tt

した｡

鉄尿.-_.-76船 して発散したと苛められるも

の2L王を発見しただけで積和は兜Rで.きなかった.岸

哀付用 ~ソyri,の一琵b'･28t発見さTL.ZI帯は発見さ

～tたかった.

Ⅷ.括 び

以上,咋辛行った見放の瀬燕について毘述したZ)I.,

何分.ただ l到だけの束奴であるから,この捗黒から

すぐに掠Jiをだナことは出架ない.

できるだけ脚 に近い三銃火帯声の限 上の甚tIを

失投･こ上って且〟け ためにl上村少 (とも2.3Fgの失牧

が必要であろう.je･'n■こ於てこの釆故7-L行 うには予K

にFRりがあるのICl1.8に多鞍の契刷セId:ふて早瀬Z.こfh

茜を出すことがEF付であるから.この実政を孤郎 fLB

その他 こ於て粗放に行われるPLad.あったち柵 の汲

め万 二̀一才性JL持たせるため.予め升掛 こついて荘持

して七:チ.=ら革で}る､

串 こし~米吉キLこよって済足でさる持Jiにf!注す九 三

卦 ･.三数即の道中も改正できるものと考えられる｡

茶畑 -̀L_nfELBl.m SFl.も具並に打点艮化手打

臣El設真の等群あるruL.こ上って弊完の凍びに至った

ものであり,またその約 .=きっては栃木取4日tE幻

の並とらぬ泣カを得た,なJjl大火兼手長墓.Ej;好

男火発会.魯火馳 さ故,伝本Ph粒 町∃I.よお上ひ

同地火策随 の好意と技tFy交 ナた.ここに記して盛

謎の太7-Z安する. 昭抑2年BTT)

FLCLdExpcrimelltOnnTagaZirleSE:(plo510m

ByM HamaTtO.F.TnkcJ10uChl.S･ttOandG･Takahash)

(ELrr)loszle加partmentlnorganlCChcmlStTYSectlOn.

LlghlhdustrrBureau,M.T.T.l･)

lllOrdertoexamlnehowthesur=pund- qtlantltyCfcxplosl､'eSarLdsafetydlStanCC

m首swIJlbedaJlaged ln caEC Ofa1- arerChtedoneaTtOthcr･Illthistest･the

dCCldcntale.T(pZos'oJIOEamagazlr)C.thlS e)叩loslor=lraSlmt･atedlnSldcthemagal

FleldcL･FeTlnentWasPrOJeCLed,pr-martlr Zme･

ftt)m theneWPlntOt Safetyundera Thec･yper,ment､tTaStrledthEStime.

cerLalnCOndltlOllpreviouslyprepared,as as.tヽ cヽre･.nastageotprellmlnarytCSt･

t｡hoIVthemagazlneStructure,StOE71ge Tothlsend,thereharebeenbull= ll'0
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sma一lr'thLrdclass" magay,)nes,onebelI⊃g

ofre】llEorc(､dcollCretCStrLlCtuTCa】1dthe

otherconcreteb一ockstructure,coI】SIStlng

oftlVOSLorage loomsSCpLua亡cd by a

part】t10111㌧aZ),oneforlTldljSl_naleL'plo-

sIYeSarLd theotherforblastlr)どCaps,

ckctrlCdeto】latOrSCtC. Thesetl＼Omaga-

zinesllナC】℃COnStrLICtedaccordlJ】gLDthe

provzs10msoEthecurrent氏).plosIVeChll-

troILalVgOYCJmI】gStructureandstorage

From theresldtoEthlS test thefoト

IoIVlngSSeem des)rabk.

1 Loadlr)ど dcnslty mustbelowered,

vl7thcvolumeOfstoragerooI】一11luStbe

asZarfieaSTX)SSLbZe.

2 To makeall0ut!etofdalnagLllg

crFect.fore:(ampJc,deszlabte】sso･called

exploslOllC叩OSurCStructure ln WhlCh

Wallsollthethzcesld｡sarcllladcstout

lVh71cthefror)tsLdcandtherr沿farcof

qua】-t】tyofathirdclassmagIL7:LTIC ′rhe Zlghtmate_rュalstrtlCture.

111agaZlr)COfthe formert〉pc storing

225kgsoflndLZStrlale〉.pZos】vcsa】1d2,000

piecesOfblast川g Caps ､､aS 】111tlated

fromonthecxpb SIVeS,lYhllcthelatter

stor)llg225kgsoflJldtlStrL.lZcxp】OsIVCS

and10,000pICCeSOflndustrltllblastlTLg

c,lpsIVaSdonefrr)InOntheb】asLIZlgCaps.

thereby damaglr)ど CffcctsofexpZoslOn

lVaSmeasured(byblastmeters)andcon･

(1】tlOI10fmLSSHchazardslVaSObserved

Therelnforccdtor)Crete rltagaZlne Was

perfectlycrushed()utwhlZethecorLCrete

blockOTLCWasCrLIShed IntoSOmeWhat

largermzssHcs.tDthofwhlChl】lOtI】er

lVOrdsweretotallydestroyedthouL'hthere

Wasasllghtdlfferc】ュccLIIC:くtel1t.

Con(luctlng aSCrLeSOffurth〇TLCsts･

lVC川ter)dtocstabllShtechmcalstm1dard

regardH-どstorElgCOfexplr)sIVeSbygettlng

lnforlllL)tlOllSaSglVenhereunder.

1 Tomakesuchstructureastokeep

storedeq )】osIVeSmSafet_Ifreefrolllany

rtrehazardfrom th(IsulrOundlngS.

2 To make mLmlnulll the damage

IVhlchwlllbcglVCl1OvertOthesuurroulld-

LllgS l】】CaseOfaccldent)ale二叩losIOn.

3 Tomakesl†dlstructureasto】Xr-

fcctJyprotectagalnstLhleVeS.

lTore-e:くamlneLilerelatlo】lhetwccn

storageguantltyOfc_叩)osll-eSandsafety

d】st̀IllCeforthat(zuantlty.
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